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奥村市政のここが聞きたい

4,280万円を可決

◇予防接種事業

◇児童手当支給事業　6億5,3８0万円
　子ども一人ひとりの育ちを社会全体で応援し、
子育てに係る経済的負担を軽減します。
【事業内容】
○支給額　
　3歳未満（一律）　　　　月額1万5千円
　3歳以上小学校修了前
　　（第1子、2子）　　　　　　月額1万円
　　（第3子以降）　　  　　月額1万5千円
　中学生（一律）　　　　　　月額1万円
　所得制限額以上である者　　月額5千円
　※所得制限額　年収960万円（夫婦、子2人）
　を基準に設定

○高齢者等対象　4,774万6千円
　高齢者に対し、発病防止、症状の軽
減を目的として、インフルエンザワクチン
の接種、肺炎球菌ワクチンの接種を行
う。また、子宮頸がんを予防するため
に、子宮頸がん予防ワクチン接種を行
う。
　【事業内容】
①インフルエンザ予防接種
対象者　65歳以上ほか（一部助成）
②肺炎球菌ワクチン接種（任意）
対象者　70歳以上でこれまで接種し
たことがない人、若しくは過去５年間接
種したことがない人（一部助成）
③子宮頸がんワクチン接種（任意）
対象者　中学1年生～高校1年生の
女子など（全額助成）

○乳幼児・学童等対象　7,98２万１千円
　乳幼児・学童等に対して、感染予防、
発病予防、症状の軽減及び病気の蔓延
防止を目的として、各種の予防接種を実
施する。
 【事業内容】
①定期予防接種
集団接種　ポリオ
個別接種　BCG、3種混合、3種混合2
期、日本脳炎等
②任意の予防接種
個別接種　乳幼児インフルエンザ（一部
助成）、ヒブ、小児用肺炎球菌（全額助
成）
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平成24年度当初予算平成24年度当初予算
一般会計
特別会計 総額379億

◇住宅・店舗リフォーム緊急支援事業　4,000万円
　　住宅や店舗等のリフォームを行う者に対して費用の一部を助成し、地域経済の活性化
　を促進する。
  【事業内容】
  　対象建物：市内にある住宅又は店舗
  　対象工事：市内の施工業者が行う1件20万円以上のリフォーム工事
  　補助率等：対象工事費の20％以内で15万円を限度

●会計別予算内訳

♢新規就農総合支援事業　1,500万円
　45歳未満の新規就農を大幅に増加させ
るために、経営が不安定な就農直後（5年
以内）に青年就農給付金を交付する。
　【事業内容】
  補助金額　：年間150万円（最長5年）
  交付対象者：45歳未満の独立自営就農者

　　　会計名

一般会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

と畜場特別会計

国民宿舎事業特別会計

温泉浴場事業特別会計

水道事業会計（企業会計）

　　　合　　計

　平成２４年度a

　　　　  26,378,990

　　　　　 7,790,115

　　　　　　474,045

　　　　　 1,019,101

　　　　　 1,295,018

　　　　　　205,579

　　　　　　185,002

　　　　　　 10,638

　　　　　　584,312

　　　　  37,942,800

平成２３年度b

　　　26,974,720

　　　　7,563,632

　　　　445,008

　　　　999,998

　　　　1,310,984

　　　　204,880

　　　　186,213

　　　　　9,409

　　　　599,357

　　　38,294,201

増減額a－b

　 △595,730

　　 226,483

　　　29,037

　　　19,103

　　△15,966

　　　　699

　　 △1,211

　　　 1,229

　　△15,045

　 △351,401

（単位：千円）
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【主な内容】
・庁舎整備基金積立金　　　　　　　　　　　　１億円
・公共交通対策事業費　　　　　　　　　　１,５０４万円
・学校づくり交付金事業（小学校）  　　　4億4,364万円
・学校づくり交付金事業（中学校）　　　 　１億973万円
　　　　　　　　　　

平成23年度
一般会計補正予算（第５号）

 予 算 総 額 　２６３億７,８９９万円を２６３億５,７９９万円に減額　

 修  正  額 　 庁舎施設整備事業　２,１００万円

 修 正 理 由 

　（１）新規の予算編成である公共施設緊急修繕事業は、事前に議会に説明が

　　　なかった。

　（２）必要な予算は補正予算、緊急に必要な経費は予備費の流用ができる。

　（３）予算執行が予定できない架空の予算編成は、地方自治法や地方財政法

　　　の趣旨に添わない。

平成24年度一般会計予算案
総務常任委員会より提出された修正案【否決】
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討　　論
■平成２４年度一般会計予算案について　　　　　　　　　　　　　　　
　平成２４年度一般会計予算案についての討論は、原案に対する賛成討論と、総務委員会
から提出された「公共施設緊急修繕事業」の予算を減額する修正案に対する賛成討論が行
われました。

　２４年度に新たな公共施設緊急修繕事業を立ち上げ
ながら、その内容の説明書や事項別明細書による説明
がないことや、予算編成においても合理的な基準による
事業の積算根拠がない。
　緊急修繕事業は、来年度においても事業継続の答弁
があり、今回の予算を認めるとこれが恒例となり、また積
算根拠のない予算の計上や、議会としてのチェック機能
が薄れる恐れがある。本予算案には、文教厚生常任委
員会及び産業建設常任委員会においても、予算編成が
地方自治法・地方財政法等に抵触する恐れがあることか
ら、予算の事前説明や事業の積算根拠を明確にするよう
付帯決議がなされているところである。
　総務常任委員会は予算編成担当部の所管委員会と
して、緊急修繕事業経費の２,１００万円を削減修正する
ものであり賛成する。　　　　　　　（柴田安宣議員）

　本予算案は、前年度より５億９,５７３万円の減額である

が、本市としては最大限の積極予算と思っている。歳出

面では、本市総合計画の６つの基本方針に沿って、新規

事業が８０件、継続事業が８５２件等予算が組まれている

ところであり、懸案事項の進捗と市民生活の改善や福祉

の向上が図られるものと思っている。歳入面では、中長期

財政計画の中、計画的な基金の運用や起債の活用、ま

た償還計画がなされており、これらの実行が雲仙市の継

続的安定的な、活性化に繋がるものと思われる。公共施

設の緊急修繕事業費については、管内公共施設１６０施

設が老朽化も進み、緊急な修繕がいつ発生するか予測

がつかないことを考慮し、住民サービスに支障をきたさな

いよう迅速に対応するため計上された予算と説明をきい

ている。　　　　　　　　　　　　（深堀善彰議員）

　修正案は、予算編成方針で新たに公共施設の緊急
修繕経費５,４００万円が計上されているが、その中で総
務常任委員会所管の市庁舎維持管理費の２,１００万円
を減額するものである。
修正案に賛成する理由として
１点目、自治法２１１条、予算提出時は議会に説明書を提
出とあるが、修繕事業の説明書がない。
２点目、財政法第３条、予算編成は合理的な基準によりそ
の予算を算定とあるが、経費の積算根拠がない。
３点目、市庁舎修繕費は、通常分・緊急分・更には災害復
旧費と予算が重複して計上されている。また、予算案に
対し、文教厚生委員会及び産業建設委員会でも議会へ
の事前説明及び予算積算根拠の明確等について付帯
決議がされている。
　議会は予算の議決機関として、積算根拠のない予算
は修正すべきである。　　　　　　　（浦川康二議員）

　修正案は「庁舎施設整備事業費２,１００万円を減額

する」という内容だ。その目的は専決処分や補正予算で

は間に合わない緊急な場合に備えるため、と理解してい

る。例えば「風で瓦が飛んだ」「トタンが取れた」「クーラー

が故障した」など説明したが、それらが一刻を争わなけ

ればならないものか。地方自治法や地方財政法など無視

してまで行うことなのか。あいまいな根拠による予算では

認められない。例外措置が増えれば、最終的には迷惑を

こうむるのは市民だ。原則を簡単に破ることはしてはなら

ない。民主主義は手間暇がかかる、と言われるが、これを

省略しては独裁政治になってしまう。以上のような理由か

ら修正案に賛成する。　　　 　　　（上田　篤議員）

修正案に賛成

修正案に賛成 修正案に賛成

原案に賛成

【原案可決】



6雲仙市議会だより●第29号（平成24年５月）

　議案番号    事　　　　　件　　　　　名 　　　　　　　　　　　　　　　議決結果

　議案第 1号  長崎県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少について 　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第 2号  雲仙市職員の公益的法人等への派遣に関する条例の制定について 　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第 3号  雲仙市小浜マリンパークの設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について 　　　原案可決

　議案第 4 号  雲仙やまびこ会館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について 　　　　　　　原案可決

　議案第 5号  雲仙市国見農村環境改善センター等の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について　　原案可決

　議案第 6号  雲仙市千々石下峰多目的集会所の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 　　　原案可決

　議案第 7号  雲仙市瑞穂農業者健康管理施設設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について 　　　原案可決

　議案第 8号  雲仙市愛野農業研修センターの設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について 　　　原案可決

　議案第 9号  雲仙市愛野農業者トレーニングセンターの設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について　　　原案可決

　議案第10号 雲仙市小浜北串住民センターの設置、利用及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について　　　原案可決

　議案第11号 雲仙市富津漁民センターの設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について 　　　原案可決

　議案第12号 雲仙市国民健康保険高額療養費等資金貸付基金条例の一部を改正する条例について 　　　原案可決

　議案第13号 雲仙市営住宅管理条例の一部を改正する条例について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第14号 雲仙市立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例について 　　　　　　　原案可決

　議案第15号 雲仙市図書館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第16号 雲仙市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 　　　原案可決

　議案第17号 平成23年度雲仙市一般会計補正予算（第5号）案について 　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第18号 平成23年度雲仙市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）案について 　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第19号 平成23年度雲仙市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）案について 　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第20号 平成23年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第4号）案について 　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第21号 平成23年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第3号）案について 　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第22号 平成24年度雲仙市一般会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第23号 平成24年度雲仙市国民健康保険特別会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第24号 平成24年度雲仙市後期高齢者医療特別会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第25号 平成24年度雲仙市簡易水道事業特別会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第26号 平成24年度雲仙市下水道事業特別会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第27号 平成24年度雲仙市と畜場特別会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第28号 平成24年度雲仙市国民宿舎事業特別会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第29号 平成24年度雲仙市温泉浴場事業特別会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第30号 平成24年度雲仙市水道事業会計予算案について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

平成24年第１回雲仙市議会定例会　議決結果
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　議案第31号 工事請負契約の変更について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第32号 市有財産の無償譲渡について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　議案第33号 市境界の決定に関する意見について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　陳情第 1号  「こころの健康を守り推進する基本法」（仮称）の制定を求める意見書の提出について陳情 　　　採　　択

　諮問第1号  人権擁護委員候補者の推薦について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　諮問第2号 人権擁護委員候補者の推薦について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　諮問第3号 人権擁護委員候補者の推薦について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　諮問第4号 人権擁護委員候補者の推薦について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　諮問第5号  人権擁護委員候補者の推薦について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　諮問第6号  人権擁護委員候補者の推薦について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　諮問第7号 人権擁護委員候補者の推薦について 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原案可決

　発議第1号 諫早湾干拓事業の潮受堤防排水門の開門に向けた事前対策工事への着手に抗議する決議について　原案可決

　発議第2号  ｢こころの健康を守り推進する基本法｣（仮称）の制定を求める意見書について 　　　　　　　　　　　原案可決

　　　　 九州地方整備局雲仙復興事務所における雲仙普賢岳溶岩ドームの崩壊影響に関する技術的検討の
　　　　　　　　実施並びに同事務所の防災監視・観測体制をさらに強化し存続させることを求める意見書について　　　
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安
　
宣

小
　
田
　
孝
　
明

岩
　
下
　
　
　
勝

福
　
田
　
大
　
東

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1211 13 14 15 161718 19 20 2122232425

否決

可決

可決

可決

可決

12：13

16：9

24：1

24：1

24：1

議席番号

○○ ○○● ●● ●● ● ● ●●●●● ●○ ○○○ ○○

○○○ ○○○ ○○ ○ ○● ● ● ● ●●● ● ●

●

●

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

○は賛成　　●は反対　

※平成 24 年度一般会計予算案について、「緊急修繕事業」に対する減額修正案が総務委員会より提出され、
修正案に対する採決が行われたが否決となり、次に原案について採決が行われ、賛成多数で可決となった。

議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

発議第３号 原案可決
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決議・意見書を国へ送付

　　　　　　諫早湾干拓事業の潮受堤防排水門の開門に向けた
　　　　　　事前対策工事への着手に抗議する決議
　潮受堤防排水門の開門に向けた事前対策工事の準備としての背後地排水対策検討業務

（排水機場等の測量・設計）及び背後地防災対策検討業務（既設堤防・既設排水樋門等の補
修対策工検討）に関しては、去る1月２７日、長崎県・諫早市・雲仙市連名で、国に対し「諫早湾干
拓事業の開門に向けた事前対策工事への着手に対する抗議について」を提出し、当該業務発
注の即時中止と開門方針の見直しを強く求めている。
　また、１月３１日には、地元の諫早湾防災干拓事業推進連絡本部と諫早湾干拓事業及び地域
住民を守る会からも、国に対し、事前対策工事の着手に対する抗議書の提出がなされている。
　そのような状況にもかかわらず、２月２８日に、国が開門の事前対策工事の着手に向けた測量
設計業務の入札を実施したことは、地元の理解を得ることなく、一方的に開門準備を進める行為
にほかならず、極めて遺憾である。
　雲仙市議会は、事前対策工事着手に向けた測量設計業務の入札に対し抗議するとともに、
国は、アセスの手順を無視して、一方的に開門を進めることが決してないよう、また、地元の意見
を真摯に聞き入れ、本業務の即刻中止と開門方針の白紙段階からの見直しを行うよう強く求め
る。
　以上、決議する。
　　平成２４年３月５日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県雲仙市議会

　衆議院議長　　　　　　　横路　孝弘　様
　参議院議長　　　　　　　平田　健二　様
　内閣総理大臣　　　　　　野田　佳彦　様
　農林水産大臣　　　　　　鹿野　道彦　様
　環境大臣　　　　　　　　細野　豪志　様
　内閣官房長官　　　　　　藤村　　修　様
　農林水産省九州農政局長　吉村　　馨　様

今定例会において、３月５日に決議１件、３月１９日に意見書２件を可決し、関係省庁へ
送付しました。
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　　　「こころの健康を守り推進する基本法｣（仮称）の制定を求める意見書（抜粋）
　今、こころの健康問題が深刻な事態となっており、厚生労働省の｢患者調査｣によると、2008年の精神科
受診者は323万人で、糖尿病、がんなど主要疾患を上回る最大の患者数である。
　しかし、日本の精神医療の現状は、精神医療の中心が先進諸国で唯一精神科病院への隔離収容(入院
中心) の精神医療を継続しており、しかも精神科病院の職員の配置基準は、職員数は一般病院の半分、医
師数は一般病院の3分の１など、一般病院には認められない低い基準の｢精神科特例｣がある。精神科病
院の収入は、一般病院の4割という｢精神科差別｣もあり、そのため予防、早期発見･早期支援の役割を担う
精神保健は確立してなく、これでは精神疾患が｢5疾患｣重点疾患に転換しても対応できない。
　そこで、｢こころの健康政策構想会議｣は、精神保健医療を総合的に改革するため｢こころの健康を守り
推進する基本法｣(仮称)を今年の通常国会で実現し、日本の精神保健医療のあり方を総合的に改革する
ことが重要である。
　精神保健医療が｢5疾患｣にふさわしい体制、時代の変化に的確に対応できる体制を確立するため、国
におかれては、｢こころの健康を守り推進する基本法｣(仮称)の制定を強く要望する。
　
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　
　　平成２４年３月１９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県雲仙市議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
送付先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、厚生労働大臣、総務大臣、文部科学大臣です。

　　　九州地方整備局雲仙復興事務所における雲仙普賢岳溶岩ドームの崩壊影響に
　　　関する技術的検討の実施並びに同事務所の防災監視・観測体制をさらに強化
　　　し存続させることを求める意見書（抜粋）
　　
　雲仙普賢岳では、噴火活動が終息した現在でも、山体斜面部には約１億7,000万立方メートルもの火砕
流堆積物があり、山頂部には約１億立方メートルの岩塊が溶岩ドームとして不安定な状態で存在している。
このドームは、冷えながら自重沈降し放射線状に動いており、周辺から小規模な崩落が見られる。さらに溶
岩ドームに大規模な亀裂が生じており、地震や大雨による大規模な崩壊が懸念されている。
　よって、国におかれては、住民の生命と財産を守り、災害に強いまちづくりの構築という崇高な理念のもと、
下記の点について強く求めるものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．溶岩ドーム崩壊に伴い発生する現象及び被害の影響範囲を調査対象として、学識者の意見を反映さ
　せ、雲仙復興事務所の高度な技術力を駆使し早急に検討を実施すること。
２．土石流及び溶岩ドーム崩壊に対する地元住民の懸念が払拭されない中、雲仙復興事務所を国の出先
　機関原則廃止の対象とせず、防災監視・観測体制をさらに強化し存続させること。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　　平成２４年３月１９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎県雲仙市議会

送付先は、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、国土交通大臣です。
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）案

質
疑　

公
共
交
通
対
策
事

業
に
お
い
て
、雲
仙
市
内
の
全

て
の
バ
ス
路
線
が
不
採
算
路

線
に
該
当
す
る
の
か
。

答
弁　
平
成
23
年
度
の
不
採

算
路
線
数
は
20
で
あ
り
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
予
算

案質
疑　

自
治
会
活
動
活
性

化
交
付
金
制
度
の
活
動
割
が

１
件
あ
た
り
１
万
円
以
内
で

あ
る
が
、自
治
会
の
大
小
に

関
係
な
く
定
額
な
の
か
。

答
弁　

定
額
で
は
あ
る
が
、

本
制
度
は
平
成
27
年
度
よ
り

本
格
実
施
で
あ
る
。平
成
24

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

を
経
過
措
置
期
間
と
し
、平

準
化
を
行
う
な
ど
今
後
検
討

し
て
い
く
。

質
疑　

自
治
会
活
動
活
性

化
交
付
金
制
度
は
平
成
27

年
度
か
ら
の
本
格
実
施
で
あ

り
、現
在
の
算
定
根
拠
は
今

後
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、あ
く
ま
で
本
制
度
自

体
は
平
成
24
年
度
か
ら
施
行

で
あ
る
た
め
、平
成
24
年
度

中
に
は
算
定
根
拠
を
見
直
し

た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
平
成
24
年
度
の
交
付

額
は
、本
制
度
に
よ
る
算
出

で
は
な
く
、平
成
23
年
度
の

納
税
奨
励
金
決
算
額
と
同

額
程
度
の
交
付
と
な
る
。今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
疑　
平
成
24
年
度
の
地
方

交
付
税
は
い
く
ら
を
見
込
ん

で
い
る
の
か
。

答
弁　
推
計
で
普
通
交
付
税

は
１
２
７
億
円
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。特
別
交
付
税
は
毎

年
３
億
円
を
当
初
予
算
で
は

計
上
し
て
い
る
が
、実
績
と
し

て
は
８
億
円
程
度
見
込
め
る

の
で
は
な
い
か
。

質
疑　
今
回
新
た
に
予
算
化

さ
れ
た
公
共
施
設
緊
急
修
繕

事
業
は
、予
算
編
成
が
大
き

く
変
わ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、事

前
に
説
明
す
べ
き
で
は
な
か
っ

た
の
か
。そ
の
予
算
を
組
ん
だ

理
由
は
何
か
。ま
た
、予
備
費

は
毎
年
残
っ
て
い
る
。総
務
常

任
委
員
会
所
管
分
の
減
額
、

あ
る
い
は
予
備
費
へ
の
充
当

な
ど
は
考
え
て
い
な
い
の
か
。

答
弁　

緊
急
を
要
す
る
修

繕
な
ど
は
、年
度
末
で
あ
れ

ば
執
行
残
に
よ
る
流
用
な
ど

に
よ
り
対
応
で
き
る
が
、そ
れ

以
外
の
時
期
は
、現
計
予
算

に
お
い
て
は
別
事
業
を
予
定

し
て
い
る
た
め
、流
用
も
ま
ま

な
ら
ず
対
応
が
難
し
い
。予

備
費
に
つ
い
て
は
、予
算
が
少

額
で
あ
り
、そ
の
他
の
緊
急
に

対
応
す
る
事
業
等
に
充
当
を

行
う
た
め
に
、予
算
化
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。事
前
に
議

会
に
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と
に

つい
て
は
、反
省
し
て
い
る
。

意
見　

予
算
が
必
要
に
な
っ

た
ら
補
正
予
算
を
組
み
、緊

急
に
必
要
な
場
合
は
、予
備

費
か
ら
の
流
用
も
で
き
る
。

予
定
で
き
な
い
予
算
を
組
む

こ
と
は
地
方
自
治
法
な
ど
の

趣
旨
に
沿
わ
な
い
こ
と
を
理

由
に一部
減
額
修
正
す
べ
き
で

あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、本
事

業
に
か
か
る
予
算
を
減
額
修

正
す
る
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、採
決
の
結
果
、賛
成
多
数

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

　

な
お
、修
正
可
決
し
た
部

分
を
除
い
た
部
分
に
つ
い
て

は
、全
会
一致
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

た
。

市
有
財
産
の
無
償
譲
渡

質
疑　
譲
与
を
受
け
る
理
由

と
し
て
愛
野
町
本
町
自
治
会

で
管
理
・
運
営
す
る
た
め
と

な
っ
て
た
が
、譲
渡
後
ど
の
よ

う
な
確
認
を
行
う
の
か
。

答
弁　
譲
渡
後
ど
う
な
る
の

か
は
、ま
だ
は
っ
き
り
決
ま
っ

て
い
な
い
。自
治
会
内
で
話
を

さ
れ
、自
治
会
の
規
約
に
基
づ

き
、自
治
会
の
総
意
で
決
定

さ
れ
る
も
の
と
思
って
い
る
。

防
災
対
策
な
ど
住
民
の
安

心
・
安
全
を
支
え
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
体
制・機
能
の

充
実
を
求
め
る
請
願
書

　

更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
あ
り
、全

会
一
致
で
継
続
審
査
す
べ
き

も
の
と
決
定
し
た
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
７
件
、修
正
可
決

１
件
、継
続
審
査
１
件
と
決

定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一部修正可決

原案可決

原案可決

継続審査

平成24年度一般会計予算案

防災対策など住民の安心・安全を支える行政サービスの体制・機能の
充実を求める請願書

市有財産の無償譲渡

平成23年度一般会計補正予算（第５号）案ほか５件
審議結果付　　託　　案　　件

総
　
　
務

潮受堤防から市の境界線を現地調査
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

案質
疑　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
事

業
に
つい
て
は
新
規
事
業
と
い

う
こ
と
で
、市
民
が
理
解
し
、

多
く
の
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
事
な
こ

と
と
思
う
が
、誰
で
も
参
加

し
、応
募
が
で
き
る
よ
う
な

施
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
弁　

国
民
健
康
保
険
事

業
で
行
う
特
定
健
診
の
周
知

に
入
れ
る
こ
と
や
、雲
仙
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、回
覧
板
で
周

知
徹
底
を
図
り
、応
募
に
つい

て
は
応
募
用
紙
に
よ
り
本
庁

及
び
各
総
合
支
所
で
の
受
付

を
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

質
疑　
み
ず
ほ
温
泉
千
年
の

湯
運
営
費
に
つい
て
、平
成
23

年
第
４
回
定
例
会
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、温
泉

か
ら
沸
か
し
湯
に
変
更
す
る

報
告
が
あ
っ
て
い
た
が
、温
泉

施
設
を
継
続
す
る
と
し
て
ポ

ン
プ
購
入
費
な
ど
の
予
算
計

上
を
す
る
こ
と
に
至
っ
た
理

由
は
。

答
弁　

沸
か
し
湯
の
方
針
で

進
み
た
い
と
説
明
を
し
て
い

た
が
、地
元
の
自
治
会
か
ら

意
見
聴
取
を
行
い
な
が
ら
検

討
す
る
と
し
て
い
た
た
め
、平

成
24
年
１
月
に
地
元
自
治
会

長
会
か
ら
意
見
聴
取
を
行

い
、「
温
泉
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
温
泉
を
や

め
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が

温
泉
が
使
用
で
き
る
間
は
使

用
す
べ
き
で
あ
る
」「
み
ず
ほ

千
年
の
湯
は
瑞
穂
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
た
め
、温
泉
を
存
続

さ
せ
て
ほ
し
い
」「
経
営
状
況

で
赤
字
が
大
き
い
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
」な
ど
の
意
見

と
、自
治
会
と
し
て
も
地
区

を
挙
げ
て
利
用
者
が
増
え
る

対
策
へ
の
協
力
申
し
出
が
あ

り
、こ
れ
を
受
け
、年
間
７
万

人
以
上
の
利
用
者
が
あ
り
、

交
流
人
口
で
の
経
済
的
な
影

響
も
考
え
ら
れ
、公
共
施
設

の
利
用
者
増
の
対
策
と
し
て

地
元
が
積
極
的
に
協
力
す
る

と
い
う
体
制
作
り
が
で
き
る

こ
と
は
、今
後
公
共
施
設
の

運
営
を
し
て
い
く
上
で
画
期

的
な
こ
と
で
も
あ
る
。さ
ら

に
、源
泉
井
戸
が
使
用
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
は
、新
た
な

井
戸
の
掘
削
は
難
し
く
、水

中
ポ
ン
プ
が
故
障
し
た
場
合

は
、利
用
者
数
の
状
況
を
考

慮
し
な
が
ら
沸
か
し
湯
に
変

更
す
る
と
い
う
こ
と
を
地
元

自
治
会
長
会
か
ら
理
解
を
頂

い
た
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に

判
断
し
、今
回
温
泉
を
継
続

す
る
と
し
た
。

質
疑　

瑞
穂
す
こ
や
か
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
、指
定
管
理
者
の

応
募
が
な
く
、直
営
と
な
っ
た

原
因
等
に
つい
て
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

答
弁　

事
業
者
が
採
算
ベ
ー

ス
に
合
わ
な
い
と
判
断
し
た

こ
と
、募
集
の
間
に
ポ
ン
プ
が

故
障
し
40
日
間
の
休
業
を
し

た
こ
と
な
ど
が
安
定
的
な
運

営
に
懸
念
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
判
断
し
て
い
る
。

質
疑　

馬
術
競
技
場
に
つ
い

て
、現
在
あ
る
進
入
路
の
み

を
使
用
す
る
考
え
で
い
く
の

か
。

答
弁　
仮
設
の
橋
梁
を
作
り

埋
立
地
内
の
馬
術
競
技
場
へ

の
車
の
流
れ
や
人
の
流
れ
の

解
消
を
し
な
け
れ
ば
地
域
へ

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
、運
営
上
も
支
障
を
き

た
す
こ
と
か
ら
、仮
設
の
橋
梁

設
置
に
向
け
て
協
議
を
進
め

て
い
き
た
い
。

主
な
意
見　
国
道
か
ら
の
進

入
路
を
設
け
な
け
れ
ば
、混

乱
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

進
入
路
の
整
備
に
つ
い
て
設

置
す
る
方
向
で
測
量
・
設
計

を
お
願
い
し
た
い
。

　

な
お
、本
委
員
会
は
、次
の

と
お
り
付
帯
決
議
を
付
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　

緊
急
修
繕
事
業
に
つ
い
て

新
規
事
業
に
も
か
か
わ
ら

ず
、議
会
に
事
前
の
説
明
が

無
く
、ま
た
、予
算
額
の
積
み

上
げ
に
つ
い
て
明
確
な
積
算

根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、次
の
こ
と
を
要
望
す

る
。

１
．新
規
事
業
の
事
業
費
を

計
上
す
る
場
合
は
、市
民
の

公
平
性
を
考
慮
す
る
と
と
も

に
、事
業
費
の
精
査
を
十
分

に
行
い
、議
会
に
事
前
に
説
明

を
行
う
こ
と
。

２
．予
算
の
積
み
上
げ
に
つ
い

て
は
、明
確
な
積
算
根
拠
に

基
づ
き
適
正
な
積
み
上
げ
を

行
い
、適
正
な
執
行
に
努
め
る

こ
と
。

平
成
24
年
度
温
泉
浴
場
事

業
特
別
会
計
予
算
案

質
疑　
市
内
と
市
外
の
方
で

入
浴
料
が
違
っ
て
い
る
が
、入

浴
料
徴
収
時
の
確
認
方
法

を
、現
在
は
自
己
申
告
と
な
っ

て
る
と
聞
く
が
、証
明
書
な

ど
で
確
認
す
る
な
ど
、確
認

方
法
を
検
討
す
る
べ
き
で
な

い
の
か
、ま
た
使
用
料
を
増
や

す
方
策
と
し
て
入
浴
料
を
統

一す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

入
浴
料
の
改
定
に
つ

い
て
は
検
討
し
て
い
く
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
、入
浴
料

徴
収
確
認
方
法
と
併
せ
て
、

設
置
予
定
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
な
ど
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
12
件
、採
択
１
件

と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
教
厚
生
　

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決

採　　択

平成24年度一般会計予算案ほか４件

付　　託　　案　　件

工事請負契約の変更について
「こころの健康を守り推進する基本法」（仮称）の制定を求める意見書の提
出について陳情

国民健康保険高額療養費等資金貸付基本条例の一部を改正する条例ほか2件
平成23年度一般会計補正予算案（第５号）案ほか2件

審議結果

長崎国体馬術競技予定地（多比良港埋立地）
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平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）案

質
疑　
担
い
手
農
地
集
積
促

進
支
援
事
業
に
お
い
て
、農
地

の
貸
し
手
に
支
援
を
し
な
く

な
っ
た
理
由
は
。

答
弁　

本
来
、借
り
手
の
支

援
で
あ
っ
た
こ
と
、近
隣
市
の

状
況
と
を
合
わ
せ
て
検
討
し

た
結
果
、借
り
手
の
み
の
支

援
と
し
た
。

質
疑　

な
が
さ
き
「
食
と

農
」支
援
事
業
な
ど
、経
営

不
振
に
よ
り
申
請
を
取
り
下

げ
ら
れ
減
額
と
な
って
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、経
営
不
振

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、各
種
支

援
事
業
を
活
用
し
経
営
に
つ

な
げ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
新
た
に
施
設
を
導
入

し
て
い
く
方
法
も
あ
る
と
思

う
が
、事
業
を
実
施
す
る
に

は
個
人
負
担
も
発
生
す
る
た

め
、経
営
が
悪
化
し
た
場
合

は
ま
ず
現
行
の
経
営
を
十
分

見
直
し
た
上
で
、事
業
に
取

り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ

る
。

質
疑　

県
営
港
湾
施
設
整

備
事
業
負
担
金
に
お
い
て
、３

億
円
削
減
さ
れ
た
理
由
は
。

今
後
事
業
は
継
続
さ
れ
る
の

か
。

答
弁　
削
減
の
理
由
は
震
災

に
よ
る
補
助
金
削
減
の
影
響

で
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、平
成

24
年
度
で
再
度
予
算
要
求
を

す
る
。

平
成
24
年
度
一
般
会
計
予
算

案質
疑　
イ
ノ
シ
シ
等
被
害
防

止
対
策
事
業
に
お
い
て
、イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
に
は
箱
わ
な
の

設
置
が
有
効
で
あ
り
、数
を

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。電

気
柵
の
効
果
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
。

答
弁　

箱
わ
な
に
つ
い
て
は
、

島
原
半
島
三
市
の
協
議
会
で

増
や
す
方
向
で
検
討
し
た

い
。電
気
柵
に
つい
て
は
、草
が

生
え
た
り
す
る
な
ど
の
条
件

に
よ
り
電
流
が
流
れ
な
い
こ

と
が
あ
る
た
め
、維
持
管
理

が
し
や
す
い
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シュ
を
推
奨
し
て
い
る
。

質
疑　

観
光
協
議
会
補
助

金
と
し
て
、１
３
５
０
万
円
計

上
さ
れ
て
お
り
、観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
や
交
流
人
口

の
拡
大
と
いっ
た
趣
旨
は
わ
か

る
が
、市
や
商
工
会
、地
域
の

観
光
協
会
が
あ
る
中
で
、こ
の

団
体
の
必
要
性
は
。

答
弁　
５
年
が
経
過
し
地
元

も
徐
々
に
動
き
始
め
て
き
て

お
り
、団
体
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

質
疑　
土
木
事
業
に
お
い
て
、

国
の
補
助
事
業
が
少
な
い
と

思
う
が
、土
木
事
業
は
地
方

公
共
団
体
の
負
担
で
実
施
す

る
と
い
う
国
の
考
え
方
な
の

か
。

答
弁　

国
庫
補
助
事
業
に
つ

い
て
は
、さ
ま
ざ
ま
な
採
択
要

件
が
揃
っ
た
場
合
に
対
象
事

業
と
な
る
が
、該
当
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
を

活
用
し
て
い
る
。

意
見　
工
事
の
地
区
が
１
箇

所
で
あ
り
、入
札
に
影
響
が

あ
る
と
の
理
由
で
予
算
額
の

記
載
が
な
い
が
、対
応
を
検

討
し
て
ほ
し
い
。

　　

な
お
、本
委
員
会
は
次
の

と
お
り
付
帯
決
議
を
付
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　

公
共
施
設
緊
急
修
繕
事

業
に
つ
い
て
、新
規
事
業
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
説
明
が
不

十
分
で
あ
り
、予
算
計
上
の

積
算
根
拠
が
曖
昧
で
あ
る
。

従
っ
て
本
委
員
会
は
次
の
と

お
り
要
望
す
る
。

１
． 新
規
事
業
に
つい
て
は
、議

会
に
対
し
詳
細
か
つ
丁
寧
な

説
明
を
行
い
、十
分
な
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
。

２
．　予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は

積
算
を
確
実
に
行
い
、根
拠

を
明
確
に
し
た
上
で
、適
正

な
予
算
計
上
を
行
う
こ
と
。

平
成
24
年
度
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
案

質
疑　
接
続
率
を
上
げ
る
た

め
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
る
か
。

答
弁　

事
業
を
実
施
し
て
い

る
地
区
に
つ
い
て
は
、工
事
の

実
施
時
期
及
び
供
用
開
始
の

際
、自
治
会
単
位
で
説
明
会

を
実
施
し
て
お
り
、分
担
金

の
減
免
を
受
け
ら
れ
る
方
に

対
し
て
、排
水
設
備
業
者
の一

覧
を
送
付
す
る
な
ど
加
入
促

進
を
図
っ
て
い
る
。今
後
は
調

査
を
行
い
、計
画
的
に
戸
別

訪
問
を
実
施
し
た
い
。

常任委員会報告
　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

原
案
可
決
17
件
と
決
定
し

ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決雲仙やまびこ会館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例ほか７件

平成23年度一般会計補正予算（第５号）案ほか２件

平成24年度一般会計予算案ほか４件

雲仙市営住宅管理条例の一部を改正する条例

審議結果付　　託　　案　　件

産
業
建
設

木指漁港内舗装工事

吾妻平木場線道路公園整備工事



町
田
議
員
　
昨
年
７
月
25
日
納
車
を
受
け
た

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
新
車
２
台
が
、外
部
か
ら
の
水

漏
れ
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。本
事
案
の
バ
ス

は
ニ
ッ
サ
ン
シ
ビ
リ
ア
ン
29
名
乗
り
で
あ
り
、

通
常
、新
車
で
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
水
漏
れ

事
案
と
な
っ
て
い
る
。メ
ー
カ
ー
側
は
外
部
か

ら
の
水
漏
れ
に
つ
い
て
欠
陥
車
で
は
な
い
と

回
答
し
て
い
る
が
、水
漏
れ
箇
所
の
部
品
取
替

で
修
理
が
可
能
で
あ
れ
ば
欠
陥
車
で
は
な
い

の
か
。

　

１
月
12
日
届
い
た
水
漏
れ
事
案
の
報
告
で

は
、同
じ
窓
の
型
で
市
所
有
の
ト
ヨ
タ
ハ
イ

エ
ー
ス
、三
菱
ロ
ー
ザ
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
っ

て
テ
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
が
、ハ
イ
エ
ー
ス
18

年
、ロ
ー
ザ
は
13
年
が
経
過
し
た
車
両
で
あ

る
。メ
ー
カ
ー
に
し
て
も
、千
々
石
の
落
札
し

納
入
し
た
業
者
も
、テ
ス
ト
車
両
に
は
ニ
ッ
サ

ン
の
同
型
で
同
グ
レ
ー
ド
の
車
両
で
行
う
の

が
当
然
で
あ
る
。

　

水
漏
れ
事
案
が
発
生
し
て
相
当
の
期
間
が

経
過
し
て
い
る
が
、対
応
が
極
め
て
遅
い
。

メ
ー
カ
ー
、販
売
会
社
及
び
市
の
対
応
経
偉

と
今
後
の
措
置
を
ど
う
す
る
の
か
。

奥
村
市
長
　
納
入
し
た
車
両
が
洗
車
時
に
水

漏
れ
す
る
報
告
を
指
定
管
理
者
よ
り
受
け
納

入
業
者
を
通
じ
て
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

町
田
議
員
　
千
々
石
の
納
入
業
者
は
最
初

ニ
ッ
サ
ン
プ
リ
ン
ス
鷲
崎
店
が
ク
レ
ー
ム
窓
口

の
申
し
出
で
あ
っ
た
が
、な
ぜ
11
月
11
日
長
崎

日
産
で
対
応
を
検
討
中
、な
ぜ
ニ
ッ
サ
ン
プ
リ

ン
ス
か
ら
長
崎
日
産
に
か
わ
っ
た
の
か
。

奥
村
市
長
　
指
摘
が
あ
っ
た
問
題
は
我
々
も
重

く
受
け
止
め
、今
後
に
つい
て
は
協
議
を
重
ね
て

ぜ
ひ
正
確
に
答
弁
す
る
。

町
田
議
員
　
千
々
石
中
学
校
プ
ー
ル
活
用
の

現
状
に
つ
い
て
。市
内
で
プ
ー
ル
が
あ
る
の
は

千
々
石
中
学
校
だ
け
、年
間
の
水
道
代
、薬
品

代
、電
気
代
は
。環
境
教
育
の
中
使
用
不
能
に

な
っ
た
大
型
楽
器
そ
の
他
教
育
備
品
の
現
状
に

つ
い
て
。平
成
24
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領

に
よ
る
栽
培
が
必
修
と
な
る
が
市
教
育
委
員

会
学
校
現
場
の
現
時
点
で
の
取
組
に
つ
い
て
。
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一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

19人の議員が登壇し、市政に対する質問を行いました。
町田　　誠………P13
松尾　文昭………P14
町田　康則………P14
中村　　勲………P15
上田　　篤………P15
浦川　康二………P16
中村　一明………P16
深堀　善彰………P17
岩下　　勝………P17
小畑　吉時………P18
柴田　安宣………P18
坂本　弘樹………P19
森山　繁一………P19
平野　利和………P20
大久保信一………P20

前川　　治………P21
岩永　基和………P21
小田　孝明………P22
元村　康一………P22

まちだ　　　　 まこと　　
千々石町　

町田　　誠

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン
タ
ー
お
ば
ま

の
管
財
状
況
は

教
育
行
政
の
取
組
み
は

議員

一 般 質 問
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奥村市政のここが聞きたい

松
尾
議
員　

行
政
改
革
大
綱
の
中
で
、合
併

時
４
９
９
人
い
た
職
員
を
、10
年
後
の
平
成
28

年
度
ま
で
に
３
５
０
人
に
向
け
適
正
化
を
図

る
と
あ
る
が
、市
長
は
本
庁
舎
に
２
９
０
名
を

置
く
と
明
言
さ
れ
て
い
る
が
、出
先
機
関
を

除
く
と
25
名
で
、各
支
所
に
３
，４
名
の
配
置

に
な
る
が
、こ
れ
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る

の
か
。今
後
職
員
の
配
置
、処
遇
、機
構
に
つ
い

て
、ま
た
総
合
支
所
の
位
置
付
け
の
あ
り
方
に

つ
い
て
聞
く
。

奥
村
市
長　

総
合
支
所
に
お
け
る
職
員
配
置

は
、安
定
的
な
行
財
政
運
営
が
可
能
と
な
る
よ

う
、定
員
適
正
化
計
画
に
よ
り
、平
成
28
年
４

月
１
日
に
３
５
０
名
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を

目
指
し
、住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
可
能
と
な

る
よ
う
、市
の
業
務
全
体
の
効
率
化
を
図
り
つ

つ
、本
庁
、総
合
支
所
の
両
方
に
つい
て
、職
員
数

の
適
正
化
を
進
め
る
。総
合
支
所
の
機
能
に
つ

い
て
は
、各
種
証
明
書
の
発
行
業
務
、市
民
の
皆

様
の
相
談
対
応
、災
害
時
へ
の
対
応
な
ど
役
割

を
十
分
に
担
い
つつ
効
率
的
な
組
織
体
制
の
構

築
、適
正
な
職
員
配
置
に
努
め
た
い
。

松
尾
議
員　
こ
の
地
区
は
危
険
区
域
に
も
指

定
さ
れ
、旧
愛
野
町
の
時
か
ら
、崩
壊
対
策
施

設
の
整
備
が
な
さ
れ
、平
成
23
年
６
月
12
日
に

隣
接
す
る
未
整
備
区
間
で
発
生
し
た
、土
砂

崩
れ
の
件
で
あ
る
。家
は
壊
れ
、作
業
中
で

あ
っ
た
、消
防
団
員
は
土
砂
で
埋
ま
る
事
故
が

発
生
、ま
た
二
次
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、梅
雨
期
を
前
に
早
急
な
対
策
が
必

要
と
思
う
が
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　

今
、県
に
事
業
申
請

を
行
っ
て
い
る
。県
か
ら
事
業
の
認
可
が
あ
り

次
第
早
急
な
対
応
を
行
う
予
定
で
あ
り
、ま
た

本
年
の
梅
雨
期
へ
の
備
え
と
し
て
、現
地
を
調

査
し
た
上
で
県
と
も
協
議
を
し
、応
急
対
策
と

し
て
、対
応
で
き
る
範
囲
で
実
施
を
し
た
い
。

松
尾
議
員　

大
き
く
見
直
し
、定
住
促
進
に

つ
な
げ
る
こ
と
。地
域
ご
と
に
合
っ
た
総
合
的

な
構
図
は
で
き
な
い
の
か
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長
　
市
街
地
が
進
む

地
域
は
見
直
し
除
外
は
可
能
だ
が
、市
街
地
が

見
込
ま
れ
る
だ
け
で
の
除
外
は
難
し
い
。

町
田
議
員　
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の
対

応
で
、命
を
助
か
っ
た
人
と
助
か
ら
な
か
っ
た

人
の
違
い
は
何
か
と
い
う
放
送
が
あ
っ
た
。そ

れ
は
、防
災
に
対
す
る
市
民
の
意
識
と
訓
練
で

あ
る
と
。自
主
防
災
組
織
の
訓
練
状
況
は
。

菅
市
民
生
活
部
長　

平
成
23
年
度
で
は
２
４

２
自
治
会
の
う
ち
11
自
治
会
が
行
って
い
る
。

町
田
議
員　
自
主
防
災
組
織
ご
と
の
訓
練
が

少
な
す
ぎ
る
の
で
、市
民
清
掃
の
日
と
同
じ
よ

う
に
雲
仙
市
防
災
の
日
を
決
め
て
、各
地
域

ご
と
に
訓
練
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

奥
村
市
長　
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
は
、官
民

一体
と
な
って
や
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
。

町
田
議
員　

東
大
研
究
所
が
、首
都
直
下
型

地
震
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が

今
後
４
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が
50
％
に

な
っ
た
と
発
表
し
た
。も
し
、首
都
直
下
型
地

震
が
発
生
し
た
場
合
の
農
業
、観
光
へ
の
影
響

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
そ
の
対
応
は
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
東
日
本
大
震
災

時
、農
業
資
材
等
の
遅
れ
、花
き
の
価
格
の
暴

落
が
あ
っ
た
。震
災
に
強
い
農
林
水
産
イ
ン
フ
ラ

を
構
築
す
る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
た
い
。

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
長　

最
善
の
対
策
は
何
か
と
い
う
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン

を
し
っ
か
り
作
って
、県
と
相
談
し
た
い
。

町
田
議
員　
防
災
マ
ッ
プ
の
見
直
し
は
。

菅
部
長　

津
波
を
考
え
た
防
災
マ
ッ
プ
を
作

る
。

町
田
議
員　

浸
水
予
測
マ
ッ
プ
ば
か
り
で
な

く
、こ
こ
は
海
抜
５ｍ
、７ｍ
と
い
う
表
示
を
近

く
の
電
柱
等
に
し
て
あ
れ
ば
、市
民
は
日
常
か

ら
自
分
た
ち
は
ど
こ
に
逃
げ
た
ら
い
い
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
と
思
う
が
、そ
の
考
え
は
。

菅
部
長　
内
部
で
も
そ
う
いっ
た
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

町
田
議
員　
長
崎
県
で
は
、24
年
度
か
ら「
地

域
の
元
気
づ
く
り
応
援
事
業
」と
し
て
、低
迷

す
る
自
主
防
災
組
織
率
を
上
げ
た
り
、地
域

自
ら
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み

を
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
で
６
０
０
０
万
円

計
上
さ
れ
、佐
世
保
市
も
自
主
防
災
組
織
事

業
で
８
０
０
万
円
、長
崎
市
は
標
高
マ
ッ
プ
の

作
成
及
び
災
害
対
策
活
動
費
と
し
て
７
２
０

０
万
円
計
上
さ
れ
防
災
対
策
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
が
。

菅
部
長　
県
の
補
助
事
業
に
つい
て
は
活
用
を

し
た
い
。市
の
単
独
事
業
に
つ
い
て
は
、現
在
検

討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
合
支
所
の
今
後
の
あ
り
方
は

農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
は

愛
野
町
田
端
地
区
の
急
傾
斜
は

市
の
地
震・津
波
な
ど
防
災
対
策
は 町田　康則議員

松尾　文昭議員

まちだ　　　やすのり　　

まつお　　　ふみあき　　

小浜町　

愛野町　



中
村
議
員　

旧
西
部
地
区
塵
芥
処
理
一
部
事

務
組
合
は
、本
市
議
会
に
於
い
て
、解
散
に
つ

い
て
の
議
案
が
提
案
さ
れ
財
産
の
処
分
に
関

す
る
協
議
が
な
さ
れ
、平
成
22
年
３
月
１
日
を

も
っ
て
解
散
さ
れ
処
理
場
入
口
付
近
の
道
路

は
、両
市(

雲
仙・諫
早)

の
解
散
処
分
に
伴
う

財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
で
、雲
仙
市
の
所

有
に
な
っ
て
い
る
。こ
の
道
路
の
側
溝
約
67
ｍ

は
、か
ら
堀
り
の
水
路
と
し
て
放
置
さ
れ
た
ま

ま
で
あ
る
た
め
、大
雨
の
時
は
、県
道
島
原
愛

野
線
か
ら
流
れ
て
く
る
雨
水
が
そ
の
ま
ま
、農

道
を
流
れ
途
中
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
に
入
る
雨

水
と
、そ
の
他
の
農
道
か
ら
の
雨
水
が
合
流
し

大
量
に
流
れ
込
む
た
め
、畑
の
土
は
流
れ
、溝

は
窪
む
た
め
、畑
の
持
ち
主
は
大
変
迷
惑
し
て

い
る
が
、こ
の
側
の
整
備
を
早
急
に
整
備
す
る

考
え
は
な
い
か
。ま
た
、処
理
場
跡
地
の
活
用

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か
。

　

農
道
日
向
平
線
は
、島
原
半
島
で
は
、千
々

石
だ
け
に
広
域
農
道
が
な
い
た
め
、そ
れ
に
代

わ
る
道
路
と
し
て
、県
の
事
業
で
建
設
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
。千
々
石
観
光
セ
ン
タ
ー
入
口

の
反
対
側
道
路
か
ら
平
畑
地
区
ま
で
、約
５
km

は
、工
事
も
完
成
し
て
い
る
よ
う
だ
。後
平
地

区
の
上
峰
川
の
橋
げ
た
の
取
り
付
け
工
事
は

い
つ
に
な
る
の
か
。ま
た
、こ
の
道
路
の
コ
ー

ス
の
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

奥
村
市
長　

昨
年
８
月
の
大
量
の
降
雨
に
よ

り
排
水
路
が
水
を
吐
き
き
れ
ず
、隣
接
地
の
畑

が
冠
水
し
て
い
る
と
の
通
報
が
あ
って
、す
ぐ
さ

ま
所
管
の
環
境
政
策
課
職
員
が
現
在
地
の
状

況
を
確
認
し
、堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
を
し
、

応
急
処
置
は
し
て
い
る
が
、今
後
の
こ
と
は
、担

当
者
か
ら
説
明
さ
せ
る
。ま
た
、千
々
石
は
、道

路
が
57
号
１
本
し
か
な
い
の
で
、災
害
時
な
ど

に
備
え
、農
道
日
向
平
線
の
活
用
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。

菅
市
民
生
活
部
長　
排
水
路
の
整
備
に
は
、平

成
24
年
度
に
施
工
し
た
い
。処
理
場
跡
地
は
、

高
低
差
を
利
用
し
て
２
階
建
の
建
物
の
建
築

と
と
も
に
、リ
サ
イ
ク
ル
物
の
集
約
基
地
と
、ゴ

ミ
袋
の
保
管
倉
庫
、ゴ
ミ
の
収
集
車
の
保
管
場

所
と
し
た
い
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　

平
成
24
年
度
に
２
級

河
川
上
峰
川
に
か
か
る
橋
梁
上
部
工
と
、路
側

の
補
強・土
壁
工
及
び
取
り
付
け
道
路
等
の
付

帯
工
事
の
施
工
を
行
い
、平
成
25
年
度
に
は
、総

延
長
３
６
０ｍ
の
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工

を
完
成
し
本
線
の
整

備
と
し
て
、市
道
と
し

て
の
供
用
開
始
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

上
田
議
員　
住
宅・店
舗
緊
急
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
は
、昨
年
度
３
０
０
０
万
円
の
予
算
を

組
ん
で
５
月
に
ス
タ
ー
ト
、８
月
に
は
早
く
も

予
算
が
な
く
な
っ
た
。市
民
、業
者
か
ら
大
好

評
を
う
け
た
事
業
で
あ
り
、新
年
度
も
継
続

す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、内
容
は
ど
う
な
る

か
。

奥
村
市
長　

予
算
は
４
０
０
０
万
円
で
、補
助

率
は
対
象
工
事
の
20
％
、補
助
限
度
額
は
15
万

円
と
し
て
い
る
。店
舗
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
、昨
年

度
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
部
分
の
み
と
し
て
い
た
が
、

今
年
度
は
住
宅
と
同
じ
よ
う
に
そ
れ
以
外
も

補
助
対
象
に
す
る
。よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
補
助
限
度
額
を
５
万
円
引

下
げ
た
。(

昨
年
度
20
万
円)

上
田
議
員　

同
様
の
制
度
が
県
下
７
市
町

(

長
崎
市
、佐
世
保
市
、島
原
市
、南
島
原
市
な

ど)

で
実
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、他
市
町

で
は
ど
う
い
う
状
況
か
。

奥
村
市
長　

県
市
長
会
で
も
非
常
に
話
題
に

な
っ
た
。他
市
で
も
好
評
の
よ
う
だ
。

上
田
議
員　

予
算
が
切
れ
た
場
合
は
、ぜ
ひ

補
正
予
算
を
組
む
こ
と
も
期
待
す
る
。

上
田
議
員　

４
月
か
ら
、中
学
校
の
体
育
の

授
業
で
武
道
必
修
化
が
始
ま
る
。必
修
化
の

内
容
、安
全
対
策
な
ど
は
ど
う
な
る
か
。

塩
田
教
育
長　
１・２
年
生
は
武
道
と
ダ
ン
ス

が
必
修
で
、武
道
は
市
内
全
中
学
校
で
柔
道
を

年
間
10
時
間
ほ
ど
取
り
組
む
。(

男
女
と
も)

山
野
教
育
次
長　
い
ち
ば
ん
心
配
し
て
い
る
の

が
事
故
だ
。防
止
策
と
し
て
、教
師
の
指
導
力

を
高
め
る
た
め
講
習
会
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。

生
徒
に
も「
な
ぜ
事
故
が
発
生
す
る
の
か
」わ

か
ら
せ
る
こ

と
が
大
事

だ
。複
数
体

制
で
の
指
導

も
検
討
す

る
。
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中村　　勲議員
なかむら　　　　いさお

千々石町　

旧
西
部
地
区
塵
芥
処
理
場
の
整
備

及
び
農
道
日
向
平
線
の
進
捗
状
況

中
学
校
で
武
道
必
修
化

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
４
千
万
円

補
助
限
度
額
15
万
円

うえだ　　　　あつし　　
瑞穂町　

上田　　篤議員

練習中の吾妻中学校 柔道部
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奥村市政のここが聞きたい

浦
川
議
員　

市
長
は
就
任
時
、10
年
先・20
年

先・50
年
先
を
見
据
え
た
雲
仙
市
の
あ
る
べ
き

姿
を
想
像
し
、全
力
を
傾
注
す
る
と
表
明
さ

れ
て
い
る
が
、道
州
制
実
現
の
過
程
で
雲
仙
市

は
広
域
合
併
の
必
要
性
、例
え
ば
島
原
半
島

統一や
県
央
と
の
合
併
等
を
想
像
し
て
い
る
の

か
。

奥
村
市
長　
今
は
平
成
の
合
併
が
進
ん
で
、ま

だ
合
併
特
例
期
間
が
終
了
し
て
い
な
い
の
で
、

次
の
合
併
は
視
野
に
な
い
。

浦
川
議
員　
道
州
制
ま
で
の
過
程
で
広
域
合

併
の
必
要
性
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
。23
年
後
は
人
口
約
３
万
人
、交
付
税
も
平

成
33
年
に
は
約
40
億
円
減
等
、自
治
体
運
営
の

厳
し
さ
を
ど
う
判
断
す
る
の
か
首
長
の
責
任

で
あ
る
。

浦
川
議
員　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
経
過

す
る
が
、昨
年
６
月
議
会
で
の
指
摘
に
対
し
て

修
正
が
さ
れ
て
い
な
い
。ま
た
雲
仙
市
で
は
津

波
災
害
に
対
し
て
、避
難
勧
告
及
び
避
難
指

示
の
発
令
基
準
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
。暫
定

的
な
措
置
と
し
て
防
災
計
画
の
修
正
が
必
要

で
は
な
い
か
。

奥
村
市
長　
早
急
に
整
備
す
べ
き
状
況
だ
が
、

遅
れ
て
い
る
こ
と
は
甚
だ
申
し
訳
な
い
。い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

関
係
当
局
に
指
示
す
る
。

浦
川
議
員　

吾
妻
町「
町
下
公
有
水
面
埋
立

地
」の
土
地
利
用
計
画
で
は
、直
売
所
や
休
憩

施
設
が
、堤
防
道
路
か
ら
離
れ
た
位
置
と
な
っ

て
い
る
。道
路
利
用
者
に
便
利
な
配
置
と
な

る
よ
う
検
討
を
お
願
い
す
る
。ま
た
埋
立
地

の
西
側
に
は
広
大
な
干
陸
地
が
生
起
し
て
い

る
の
で
、雲
仙
市
の
活
性
化
に
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、第
２
期・第
３
期
の
埋
立
計
画
の

構
想
は
。

奥
村
市
長　

施
設

の
配
置
は
、今
後
提

案
を
含
め
検
討
す

る
。干
陸
地
の
有
効

活
用
に
つ
い
て
、い
ろ

い
ろ
と
今
後
話
を
進

め
て
い
く
。

中
村
議
員　
３
７
０
年
前
、島
原
の
乱
に
よ
り

反
乱
に
加
わ
っ
た
大
勢
の
住
民
が
亡
く
な
り
、

幕
府
は
労
働
力
を
補
う
た
め
各
地
か
ら
農
民

を
集
め
入
植
さ
せ
た
。村
民
２
０
０
０
人
が
全

滅
と
な
っ
た
の
が
当
時
の
串
山
村
で
あ
る
。南

串
山
の
先
祖
が
小
豆
島
よ
り
移
住
し
て
来
ら

れ
た
。後
世
に
残
す
た
め
小
学
生
の
代
表
の

生
徒
も一緒
に
記
念
碑
と
、松
、ウ
バ
メ
ガ
シ
の

苗
を
植
樹
さ
れ
た
。今
後
も
交
流
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
た
め
小
豆
島
と
雲
仙
市
と
の
姉

妹
締
結
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

奥
村
市
長　

小
豆
島
、土
庄
町
と
の
交
流
に
つ

い
て
は
、ま
ず
は
地
域
づ
く
り
補
助
金
制
度
の

活
用
に
よ
り
民
間
レ
ベル
で
の
交
流
を
重
ね
、市

民
全
体
の
交
流
と
し
て
機
運
の
盛
り
上
が
り

を
見
て
、将
来
的
に
は
雲
仙
市
と
し
て
災
害
協

定
も
視
野
に
入
れ
地
域
間
交
流
協
定
が
出
来

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。地
域
間
交
流
事
業
に
つい

て
は
、交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
市
の
Ｐ
Ｒ
や
活

性
化
、観
光
や
物
産
振
興
の
観
点
な
ど
か
ら
交

流
を
図
って
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

中
村
議
員　
自
治
会
活
動
活
性
化
交
付
金
制

度
に
つ
い
て
の
内
容
の
説
明
を
。

菅
市
民
生
活
部
長　

地
域
に
お
い
て
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実

現
に
向
け
、自
治
会
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
す
る
。算
定
基
準
は
４
項
目

あ
り
、自
治
会
加
入
世
帯
に
よ
る
世
帯
割
な
ど

均
等
割
の
要
素
を
持
っ
た
も
の
、自
治
会
が
管

理
費
を
負
担
し
て
い
る
集
会
所
の
光
熱
水
費

等
維
持
管
理
費
の
２
分
の
１
相
当
額
を
交
付

す
る
集
会
所
割
、環
境
美
化
、自
主
防
災
活
動

等
活
動
割
が
あ
る
。

中
村
議
員　
大
規
模
的
な
整
備
も
必
要
と
思

う
が
小
規
模
的
な
整
備
も
必
要
と
思
う
。国

は
荒
廃
地
を
な
く
せ
と
言
っ
て
い
る
。農
業
者

も
高
齢
化
し
て
い
る
。近
隣
の
荒
廃
地
を
整

備
で
き
な
い
か
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
県
営
畑
地
帯
総

合
整
備
事
業
は
20

ha
以
上
で
あ
り
、

小
規
模
の
方
は
工

事
費
が
割
高
に
な

り
農
家
の
負
担
金

が
高
額
に
な
る
。

うらかわ　　　やすじ　　
吾妻町　

浦川　康二議員

なかむら　　　かずあき　　
南串山町　

中村　一明議員

雲
仙
市
の
あ
る
べ
き
姿
の
想
像
は

雲
仙
市
地
域
防
災
計
画
の
修
正
は

公
有
水
面
埋
立
地
の

　
　
　
　
　
　
有
効
活
用
策
は

小
豆
島
と
雲
仙
市
姉
妹
締
結
は

農
業
基
盤
整
備
の
推
進
は

自
治
会
活
動
活
性
化
交
付
金
は

町下公有水面埋立地

小豆島土庄町



深
堀
議
員　
本
市
の
後
期
基
本
計
画(

24
年
〜

28
年)

が
策
定
さ
れ
た
と
伺
う
中
、財
政
面
も

当
然
な
が
ら
重
要
視
さ
れ
る
。ま
た
、合
併
特

例
期
間
終
了
後
の
本
市
の
あ
り
方
が
更
に
重

要
と
な
る
こ
と
か
ら
、５
年
の
中
期
、10
年
の

長
期
財
政
計
画
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

奥
村
市
長　
平
成
28
年
度
以
降
、国
か
ら
の
普

通
交
付
税
の
特
例
措
置
が
段
階
的
に
縮
減
さ

れ
る
。従
っ
て
28
年
度
以
降
の
５
年
間
で
は
、急

激
に
収
入
減
と
な
る
こ
と
か
ら
、収
入
額
に
合

わ
せ
た
歳
出
予
算
を
組
む
と
、住
民
サ
ー
ビ
ス

は
短
期
間
に
著
し
く
低
下
し
、市
民
生
活
に
混

乱
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
。こ
の
よ
う
な
事
態

を
避
け
る
た
め
、現
在
、最
終
的
な
調
整
を
行
っ

て
い
る
次
期
財
政
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、可
能
な
限
り
緩
や
か
な
予
算
規
模
の
縮
減

に
努
め
、前
期
計
画
で
は
、33
年
度
に
本
来
の
予

算
額
に
近
づ
け
る
内
容
で
あ
っ
た
も
の
を
、縮
減

期
間
を
で
き
る
だ
け
延
長
さ
せ
、市
民
生
活
へ

の
影
響
を
よ
り
少
な
く
抑
え
よ
う
と
す
る
計

画
で
あ
る
。ま
た
、歳
出
総
額
の
縮
減
は
、今
後

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、職
員
の
事

業
に
要
す
る
事
務
的
経
費
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、建
設
事
業
費
や
補
助
費
等
を
始
め
、全
て

の
事
業
の
見
直
し
や
統
廃
合
等
に
つ
い
て
も
取

り
組
み
を一層
強
化
し
、財
政
計
画
に
沿
っ
た
事

業
費
の
抑
制
に
全
力
を
傾
注
し
、様
々
な
困
難

を
乗
り
切
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

深
堀
議
員　
個
人
が
設
置
管
理
す
る
浄
化
槽

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、助
成
金
を
交
付
す
る

こ
と
は
、市
民
へ
の
公
平
性
に
向
け
て
大
い
に

評
価
す
る
が
、下
水
道
事
業
に
お
い
て
、現

在
、吾
妻・瑞
穂
地
区
の
水
洗
化
率(

接
続
加
入

率)

は
、42
％
、千
々
石
地
区
は
21
年
度
完
成
し

51
％
、市
全
体
で
は
53
％
と
い
う
低
い
中
、吾

妻・瑞
穂
地
区
の
今
後
の
下
水
道
事
業
計
画
を

ど
う
捉
え
ま
た
、下
水
道
処
理
施
設
の
増
設

が
必
要
な
の
か
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　
平
成
26
年
度
に
27
年

度
か
ら
の
５
年
間
の
下
水
道
認
可
計
画
書
の
作

成
を
行
い
、26
年
度
ま
で
に
管
渠
工
事
等
終
了

予
定
で
あ
る
。吾
妻・瑞
穂
地
区
の
下
水
道
処

理
施
設
に
つい
て
は
、当
初
計
画
の
２
分
の
１
規

模
で
供
用
を
行
って
い
る
が
、今
後
の
処
理
場
増

設
に
つ
い
て
は
、当
初
の
計
画
を
再
度
精
査
し
、

将
来
的
な
接
続
予
測
も
入
れ
、増
設
の
規
模
と

時
期
に
つい
て
は
、慎
重
に
計
画
を
図
る
。

岩
下
議
員　

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
国
の

認
可
を
受
け
て
年
次
的
に
施
行
さ
れ
て
、す
で

に
供
用
さ
れ
て
い
る
。吾
妻・瑞
穂
、両
地
区
の

中
山
間
部
に
お
い
て
は
、浄
化
槽
市
町
村
整

備
事
業
に
よ
り
計
画
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、個

人
型
設
置
型
と
の
違
い
に
つ
い
て
伺
う
。

奥
村
市
長　
こ
の
事
業
は
、吾
妻・瑞
穂
地
区
の

下
水
道
区
域
外
を
対
象
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

愛
野
、千
々
石
、小
浜
、雲
仙
地
区
の
下
水
道
処

理
区
域
外
及
び
、国
見
、南
串
山
地
区
に
お
い

て
は
、個
人
型
浄
化
槽
で
整
備
を
行
って
い
る
。

整
備
事
業
は
、浄
化
槽
の
設
置
工
事
は
市
が
行

い
、使
用
料
を
徴
収
し
て
、維
持
管
理
を
市
が

行
う
。宅
内
工
事
は
個
人
で
行
い
、設
置
に
伴

う
分
担
金
が
発
生
す
る
。

　

個
人
型
に
つ
い
て
は
、設
置
及
び
宅
内
排
水

設
備
に
つい
て
は
個
人
で
行
い
、維
持
管
理
も
個

人
の
管
理
と
な
る
が
、国
、県
、市
よ
り
設
置
補

助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

岩
下
議
員　

整
備
事
業
や
、個
人
設
置
型
の

浄
化
槽
で
処
理
さ
れ
た
排
水
は
、既
存
の
水

路
、そ
の
他
地
域
の
水
路
に
放
流
さ
れ
て
も
、

問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
る
か
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　
処
理
水
の
放
流
に
つい

て
は
、保
健
所
の
書
類
審
査
に
お
い
て
も
い
ち
ば

ん
大
事
な
所
と
思
って
い
る
。最
近
の
浄
化
槽
は

性
能
も
良
く
な
っ
て
い
る
の
で
問
題
は
な
い
と

思
う
。

岩
下
議
員　

個
人
型
設
置
の
浄
化
槽
の
普

及
、推
進
に
つ
い
て
は
。

緒
方
部
長　
市
の
広
報
紙
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
自

治
会
回
覧
等
で
、維
持
管
理
補
助
金
に
つ
い
て

も
知
ら
せ
て
、浄
化
槽
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。
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下
水
道
事
業
は

市
民
に
大
切
な
中
期（
５
年
）

　
　
　

長
期（
10
年
）財
政
計
画

下
水
道
事
業
浄
化
槽
設
置
者
へ
維

持
管
理
費
助
成
金
を
交
付
決
定

ふかほり　　　よしあき　　
国見町　

深堀　善彰議員

いわした　　　　まさる　　
瑞穂町　

岩下　　勝議員

市町村設置型浄化槽



奥村市政のここが聞きたい
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柴
田
議
員　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、日
本

の
農
業
総
生
産
額
の
約
半
分
の
４
兆
１
千
億

円
も
の
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。現
在
は
事
前
協
議
で
あ
る
が
、参
加
の
可

能
性
が
大
い
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、今
後
、

市
と
し
て
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

奥
村
市
長　

国
か
ら
具
体
的
な
施
策
の
な
い

現
状
で
は
、策
は
示
せ
な
い
が
、基
本
的
に
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
対
し
て
は
反
対
で
あ
り
、雲
仙
市
の
産

業
の
ど
の
方
面
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
の
か
、

調
査
し
な
が
ら
近
隣
市
や
県
等
と
歩
調
を
合

わ
せ
な
が
ら
要
望
し
て
い
き
た
い
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
外
国
の
安
価
な

農
産
物
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、個
人

経
営
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。そ
こ
で
農
業

者
や
異
業
種
交
流
事
業
等
を
活
用
し
て
、法
人

化
を
、年
間
一
組
織
を
目
標
に
推
進
し
て
行
き

た
い
。

柴
田
議
員　
今
年
完
成
の
市
道
前
田
丸
山
線

と
旧
道
と
の
接
続
部
分
約
１
７
０ｍ
は
、通
学

路
で
あ
り
、道
幅
が
狭
く
、国
道
か
ら
迂
回
す

る
車
が
増
え
、混
雑
し
離
合
が
で
き
な
い
。改

善
改
良
の
考
え
は
。

ま
た
、市
道
植
松
線
を
改
良
拡
幅
す
る
こ
と

で
、国
道
２
５
１
号
か
ら
県
道
愛
野
島
原
線
ま

で
の
背
骨
が
通
る
こ
と
に
な
る
。こ
れ
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　

愛
野
今
木
場
川
線

は
、愛
野
総
合
支
所
や
小
中
学
校
に
通
じ
る
重

要
な
路
線
で
あ
り
、今
後
道
路
事
情
は
大
き
な

変
化
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、局
部
改
良
工
事
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。植
松
線
１
１
０
０ｍ
間
は

用
地
が
確
保
さ
れ
れ
ば
、千
々
石
町
と
愛
野
町

を
結
ぶ
連
絡
道
と
し
て
、国
道
57
号
の
迂
回
路

と
し
て
利
用
で
き
る
。他
の
路
線
の
整
備
と
合

わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

柴
田
議
員　
一
本
松
農
道
は
途
中
が
開
通
し

て
い
な
い
た
め
、周
囲
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。開
通
に
向
け
て
ど
う
い
う
手
順
で
進
め

る
の
か
。

緒
方
部
長　

整
備
計
画
で
は
用
地
の
確
保
と

改
良
整
備
工
事
で
平
成
27
年
度
完
成
を
目
標

に
進
め
て
行
き
た
い
。

柴
田
議
員　

愛
野
交
差
点
周
辺
の
改
良
工

事
は
昨
年
県
が
国
道
２
５
１
号
の
改
良
を
打

ち
出
し
用
地
買
収
に
入
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

進
捗
状
況
は
。

緒
方
部
長　
吾
妻
方
面
か
ら
愛
野
交
差
点
ま

で
の
歩
道
整
備
と
１
車
線
増
や
す
計
画
で
す
。

予
定
で
は
用
地
交
渉
を
行
い
売
買
契
約
等
が

進
め
ば
平
成
24
年
か
ら
工
事
に
着
手
し
平
成

27
年
に
完
成
の
見
込
み
で
あ
る
。

しばた　　　やすのぶ　　
愛野町　

柴田　安宣議員

おばた　　　よしとき　
国見町　

小畑　吉時議員

地
域・学
校
の
避
難
訓
練
の
継
続
を

消
防
出
初
式・成
人
式
の

　
　
　
旧
町
単
位
で
の
開
催
は

小
畑
議
員　

雲
仙
市
の
防
災
マ
ッ
プ
を
見
る

と
、ま
だ
漠
然
と
書
い
て
あ
り
、標
高
も
ま
ち

ま
ち
で
あ
る
。も
っ
と
市
民
に
分
か
り
や
す
い

防
災
マ
ッ
プ
は
で
き
な
い
の
か
。ま
た
自
治
会

単
位
で
の
避
難
訓
練
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

奥
村
市
長　
市
の
防
災
対
策
の
充
実
を
迅
速
、

適
切
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、総
合
的
か
つ
計

画
的
な
防
災
対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、現
在
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
、防
災
対
策
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

菅
市
民
生
活
部
長　
今
後
と
も
機
会
を
捉
え

て
、避
難
訓
練
の
実
施
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

小
畑
議
員　
国
見
町
の
与
次
兵
衛
氏
の
記
録

「
大
岳
地
獄
物
語
」の
中
に
も
２
２
０
年
前
に

多
比
良
正
覚
寺
の
階
段
３
段
目
、標
高
８・７

ｍ
に
津
波
が
押
し
寄
せ
て
き
た
記
録
が
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
避
難
訓
練
は
大
事
だ
と
思

う
が
。

菅
部
長　
標
高
に
つい
て
は
再
度
精
査
を
し
た

い
。地
区
の
防
災
訓
練
は
新
年
度
の
自
治
会
長

会
議
の
折
、強
く
要
望
し
た
い
。

小
畑
議
員　

各
学
校
の
避
難
訓
練
の
状
況

は
。

塩
田
教
育
長　
小
中
学
校
28
校
中
、地
震・津

波
の
想
定
訓
練
実
施
校
は
13
校
、残
り
の
15
校

は
地
震
の
み
の
想
定
訓
練
を
行
って
い
る
。来
年

度
は
21
校
が
津
波
を
想
定
し
た
訓
練
を
計
画

し
て
い
る
。

小
畑
議
員　

消
防
出
初
式
に
つ
い
て
、小
浜

町
一
辺
倒
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
の
方
向

性
は
。

菅
部
長　

消
防
団
の
幹
部
会
議
で
協
議
し
決

定
し
て
い
る
。市
と
し
て
は
幹
部
会
議
の
検
討

結
果
を
尊
重
し
た
い
。

奥
村
市
長　
今
後
も
こ
の
よ
う
な
形
で
進
め
て

い
き
た
い
。

小
畑
議
員　
成
人
式
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

奥
村
市
長　
主
役
は
あ
く
ま
で
も
成
人
の
方
々

で
あ
る
の
で
、成
人
者
の
方
々
の
意
見
を
取
り

入
れ
て
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

塩
田
教
育
長　
４
０
０
人
規
模
の
場
合
は
、国

見
町
や
吾
妻
町
で
の
開
催
も
考
え
ら
れ
る
。

小
畑
議
員　
「
今
度
の
成
人
式・出
初
式
は
よ

か
っ
た
」と
言
え
る
よ
う
な
式
典
に
し
て
い
た

だ
く
よ
う
強
く
要
望
す
る
。　

T
P
P
に
対
す
る
今
後
の
対
応
は

道
路
行
政
は

愛
野
交
差
点
周
辺
の
改
良
工
事
の

進
捗
状
況
は



坂
本
議
員　
少
数
精
鋭
の
職
員
体
制
を
作
る

た
め
に
、職
員
資
質
の
向
上
が
必
要
だ
。職
場

研
修
を
身
の
あ
る
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、職

員
の
や
る
気
を
引
き
出
す
人
事
制
度
で
あ
る

ポ
ス
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度・人
事
Ｆ
Ａ
制
度
の

研
究
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

奥
村
市
長　

職
場
研
修
で
は
、ひ
と
つ
の
業
務

に
主
担
当
と
副
担
当
を
定
め
、業
務
に
当
た
っ

て
い
る
。全
職
員
が
い
ず
れ
か
の
業
務
の
指
導・

助
言
の
講
師
で
あ
り
、ま
た
、受
講
者
で
あ
る
こ

と
か
ら
、指
導
者
側
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
力
を

入
れ
て
い
く
。ま
た
、人
事
制
度
は
、職
員
が
元

気
で
明
る
く
仕
事
に
取
り
組
め
る
制
度
で
あ

れ
ば
、積
極
的
に
取
り
組
む
。提
案
の
制
度
も

極
め
て
お
も
し
ろ
い
提
言
と
し
て
精
査
す
る
。

坂
本
議
員　
消
防
団
員
が
定
数
を
満
た
し
て

い
な
い
こ
と
の
解
決
策
を
ど
う
す
る
の
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　
消
防
団
で
は
、日
頃
の
積

極
的
な
勧
誘
と
と
も
に
県
の
補
助
金
を
活
用

し
て
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
を
通
し
て
団
員
の
確
保
に

努
め
て
い
る
。各
分
団
の
団
員
数
の
是
正
や
分

団
統
合
を
平
成
24
年
度
を
目
処
に
結
論
を
出

す
よ
う
消
防
団
幹
部
会
議
に
て
協
議
し
て
い

る
。

坂
本
議
員　
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
今
後

の
組
織
推
進
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

菅
部
長　
現
状
で
は
自
治
会
を
自
主
防
災
組

織
と
し
て
捉
え
て
い
る
。旧
町
で
合
併
前
に
取

り
ま
と
め
て
お
り
、今
後
規
約・人
員・組
織
等

を
整
備
し
て
も
ら
い
自
主
防
災
組
織
が
確
立

で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
く
。

坂
本
議
員　
街
並
み
整
備
事
業
の
進
捗
が
大

変
遅
れ
て
い
る
が
、鍋
島
邸
改
修
工
事
完
了

ま
で
に
あ
る
程
度
の
整
備
が
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
も
ら
い
た
い
。

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
本
部
長　
鍋
島

邸
の
完
了
ま
で
に

可
能
な
限
り
間
に

合
わ
せ
る
よ
う
意

欲
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

　

森
山
議
員　
未
整
備
地
区
の
今
後
の
方
向
性

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
る
の

か
、現
在
整
備
さ
れ
て
い
る
地
区
の
今
後
の
計

画
の
流
れ
は
。

奥
村
市
長　
下
水
道
事
業
に
つい
て
は
千
々
石

小
浜
町
の
雲
仙
、愛
野
、吾
妻
、瑞
穂
の
５
地
区

で
事
業
整
備
を
行
って
い
る
。吾
妻
、瑞
穂
地
区

の
下
水
道
区
域
外
で
は
、浄
化
槽
市
町
村
施
設

整
備
事
業
を
行
っ
て
い
る
。未
整
備
地
区
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、下
水
道
事
業
を
取
り
巻

く
今
後
の
財
政
状
況
及
び
補
助
金
か
ら
交
付

金
へ
変
わ
っ
た
国
の
制
度
等
を
考
慮
す
る
と
市

の
財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、当

面
未
整
備
地
区
の
整
備
は
行
わ
ず
、個
人
型
浄

化
槽
の
整
備
促
進
を
行
う
。

緒
方
建
設
整
備
部
長　

国
見
、雲
仙
地
区
以

外
の
小
浜
、南
串
山
地
区
の
３
地
区
は
個
人
型

浄
化
槽
整
備
率
も
高
い
。浄
化
槽
の
整
備
を
行

う
こ
と
で
生
活
排
水
の
浄
化
を
図
り
、環
境
、

保
全
の
向
上
に
努
め
る
。３
地
区
の
個
人
型
浄

化
槽
設
置
者
へ
の
維
持
管
理
に
対
し
、法
定
検

査
料
の
６
千
円
、年
１
回
の
清
掃
及
び
汚
泥
引

き
抜
き
に
対
し
１
万
２
千
円
を
実
施
し
た
方

に
24
年
度
よ
り
助
成
金
を
交
付
す
る
。建
設

事
業
計
画
は
27
年
度
以
降
、機
械
、電
気
、建

築
付
帯
及
び
管
渠
等
の
改
築
、更
新
を
行
う
。

吾
妻
、瑞
穂
に
処
理
場
の
増
築
を
計
画
し
て
い

る
。

森
山
議
員　
23
年
度
で
終
了
す
る
農
援
隊
に

か
わ
る
24
年
度
か
ら
の
農
産
業
労
力
支
援
の

内
容
は
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
か
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
労
働
力
不
足
が

原
因
で
規
模
拡
大
を
断
念
さ
れ
る
農
家
や
高

齢
農
家
等
の
農
作
業
労
力
支
援
が
で
き
る
よ

う
関
係
機
関
で
あ
る
農
協
、県
や
本
市
、島
原

市
、南
島
原
市
と
連
携
し
次
期
農
援
隊
と
な
る

体
制
の
構
築
に
向
け
て
協
議
を
し
て
い
る
。利

用
料
が
発
生
す
る
見
込
み
で
あ
り
、農
家
の
負

担
軽
減
を
目
的
に
農
家
の
利
用
料
の一部
を
支

援
で
き
る
よ
う
予
算
を
お
願
い
し
て
い
る
。
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もりやま　　　しげいち　　
　国見町　

森山　繁一議員

さかもと　　　ひろき　
国見町　

坂本　弘樹議員

職
員
の
資
質
向
上
を

下
水
道
事
業
の
方
向
性
は

農
作
業
労
力
支
援（
農
援
隊
）の

計
画
は

地
域
防
災
組
織
は

神
代
小
路
地
区
整
備
事
業
は

神代小路地区



奥村市政のここが聞きたい
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ひらの　　　としかず　　
国見町　

平野　利和議員

おおくぼしんいち
吾妻町　

大久保信一議員

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
は

森
林
保
全
の
取
り
組
み
は

乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
は

営
農
環
境
シ
ス
テ
ム
事
業
の

取
り
組
み
は

国
の
水
田
農
業
基
本
方
針
に

対
し
て
の
対
応
は

平
野
議
員　
21
年
前
、雲
仙
普
賢
岳
の
災
害

の
折
、全
国
か
ら
多
大
な
る
物
心
両
面
に
よ

る
支
援
を
も
ら
い
、島
原
半
島
は
今
日
の
復

興
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。世
界
的
に
日
本
人
の

連
帯
、絆
、助
け
合
い
等
々
賞
賛
を
受
け
た
。

そ
こ
で
災
害
を
経
験
し
た
地
域
と
し
て
、東

日
本
の
復
興
の一役
を
担
う
意
味
で
が
れ
き
処

理
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

奥
村
市
長　

災
害
廃
棄
物
の
処
理
が
復
旧
復

興
の
大
き
な
足
か
せ
と
な
って
お
り
、速
や
か
な

処
理
が
必
要
な
事
は
十
分
に
認
識
し
て
い
る
。

国
全
体
が
災
害
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
大

き
な
使
命
が
あ
る
。こ
う
いっ
た
議
論
が
議
会

で
あ
っ
た
事
を
関
係
す
る
市
長
に
話
を
し
て
い

く
。

平
野
議
員　

森
林
保
全
が
進
ん
で
い
な
い
現

状
で
山
は
荒
れ
、台
風
が
来
る
と
木
々
は
倒

れ
た
ま
ま
、昨
年
は
山
が
崩
壊
し
ダ
ム
が
で

き
、避
難
勧
告
ま
で
で
る
災
害
が
発
生
し
た
。

雲
仙
市
の
国
土
50
％
が
森
林
地
帯
で
あ
る
が
、

森
林
整
備
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
未
整
備
森
林
の

荒
廃
と
台
風
災
害
等
の
関
係
に
つ
い
て
、市
も

含
め
た
森
林
所
有
者
に
と
っ
て
は
、災
害
か
ら

住
民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
も
、手
入
れ
の
遅

れ
た
未
整
備
森
林
や
放
置
森
林
の
現
況
を
把

握
し
、補
助
事
業
等
を
活
用
し
た
間
伐
等
の
手

入
れ
を
行
い
、森
林
の
山
地
災
害
防
止
機
能
を

高
め
て
い
く
。

平
野
議
員　

平
成
22
年
12
月
と
今
回
で
２
回

の一般
質
問
を
行
っ
て
い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
事

業
だ
が
、先
進
地
を
視
察
し
て
き
て
、高
齢
化

が
進
む
雲
仙
市
に
必
要
な
事
業
と
考
え
る

が
、ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

菅
市
民
生
活
部
長　
雲
仙
市
地
域
公
共
交
通

協
議
会
を
開
催

し
検
討
協
議
を

行
い
、国
の
補
助

事
業
の
申
請
を

し
て
、平
成
24
年

度
事
業
実
施
を

目
指
し
て
い
き

た
い
。

大
久
保
議
員　

国
は
、平
成
23
年
10
月
に
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
推
進
や
担
い
手
に
農
地

集
積
を
促
進
す
る
た
め
に
、す
で
に
区
画
を

整
備
し
て
い
る
。畦
畔
の
除
去
等
に
よ
る
区
画

拡
大
化
を
進
め
、持
続
可
能
な
力
強
い
農
業

の
実
現
を
目
指
し
、平
地
で
20　

か
ら
30　

、

中
山
間
地
で
10　

か
ら
20　

規
模
の
経
営
体

を
５
年
間
で
達
成
す
る
と
し
て
い
る
。市
の
対

応
は
。

奥
村
市
長　

今
回
の
国
の
方
針
は
５
年
間
で

集
中
し
て
事
業
を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。市

と
し
て
は
本
事
業
を
充
分
に
活
用
し
地
域
農

業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作
成
に
取
り
組
み
事
業
の

周
知
徹
底
と
、農
地
集
積
の
円
滑
化
並
び
に
将

来
的
な
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と

思
って
い
る
。

大
久
保
議
員　
安
価
な
事
業
と
し
て
交
換
分

合
制
度
と
、実
態
的
に
行
う
附
帯
農
道
整
備

事
業
が
あ
る
。こ
の
事
業
の
考
え
は
。

溝
内
農
業
委
員
会
事
務
局
長　
農
業
委
員
会

が
行
う
交
換
分
合
は
二
通
り
あ
る
。関
係
農
家

よ
り
権
利
者
の
２
分
の
１
以
上
の
同
意
を
付
し

て
請
求
を
受
け
、農
地
部
会
で
議
決
し
て
行
う

場
合
と
農
業
委
員
会
の
発
議
の
方
法
が
あ
る
。

委
員
会
と
し
て
は
事
業
実
施
の
見
込
み
が
立
っ

た
時
点
で
前
向
き
に
考
え
る
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　

国
は
５
年
間
で

平
地
で
20　

か
ら
30　
の
目
標
を
揚
げ
て
い
る

が
、地
域
の
現
状
を
見
て
疑
問
点
が
あ
る
。地

区
で
連
坦
も
合
せ
た
前
向
き
な
集
積
の
話
が

あ
れ
ば
県
に
も
お
願
い
し
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て

考
え
た
い
。

大
久
保
議
員　
平
成
21
年
度
か
ら
の
事
業
が

終
了
し
平
成
24
年
度
か
ら
は
農
家
の
負
担
金

が
あ
る
。今
後
、農
家
が
負
担
す
れ
ば
全
農
家

が
利
用
で
き
る
の
か
。

酒
井
部
長　

24
年
度
か
ら
県
か
ら
の
助
成
が

少
な
く
な
り
、Ｊ
Ａ
も
20
％
程
度
助
成
を
す
る

こ
と
で
Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
事
業
を
進

め
る
よ
う
半
島
３
市
、県
と
協
議
を
進
め
て
い

る
。

乗合タクシー

ha

ha

ha

ha

ha

ha



前
川
議
員　

今
後
、市
が
抱
え
る
最
重
要
課

題
は
、28
年
度
以
降
、財
政
面
で
果
た
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。

24
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、交
付
税
の
算

定
替
え
に
備
え
よ
う
と
の
考
え
は
な
か
っ
た

の
か
。予
算
に
対
す
る
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
た

ず
ね
る
。

奥
村
市
長　
24
年
度
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、

「
総
合
計
画
の
方
向
性
に
沿
っ
た
事
業
を
積
極

的
か
つ
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
」「
予
算
総
額
の

縮
減
を
図
る
た
め
、前
年
度
額
を
下
回
る
要
求

額
の
上
限
設
定
を
行
い
、事
業
の
統
合
や
見
直

し
に
取
り
組
む
こ
と
」「
公
債
費
残
高
の
抑
制

を
図
る
た
め
、地
方
債
の
借
入
れ
は
24
年
度
に

償
還
す
る
元
金
返
済
額
を
上
回
ら
な
い
こ
と
」

「
中
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、事
業
の
重
点
化

を
進
め
る
こ
と
」を
基
本
的
な
方
針
と
し
て
編

成
し
た
。

前
川
議
員　
合
併
特
例
期
間
を
前
期
と
後
期

に
分
け
、前
期
は
、市
と
し
て
の
形
態
を
作
り

上
げ
る
こ
と
。後
期
は
算
定
替
え
に
備
え
る

期
間
で
あ
る
と
思
う
。そ
ろ
そ
ろ
後
期
と
し

て
の
考
え
を
持
っ
て
は
い
か
が
か
。

奥
村
市
長　
こ
れ
か
ら
合
併
特
例
措
置
終
了

後
の
体
制
を
作
って
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

全
力
で
見
直
し
を
や
って
い
く
。

前
川
議
員　
あ
と
４
年
間
で
の
歳
出
の
削
減

目
標
を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

奥
村
市
長　
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
削
減
目
標

を
設
定
す
る
こ
と
も
、大
き
な
提
案
で
あ
る
と

思
う
。

前
川
議
員　
第
２
期
障
害
計
画
に
計
画
さ
れ

る
内
容
は
。

酒
井
市
民
福
祉
部
長　

支
援
給
付
事
業
、広

報
啓
発
活
動
の
充
実
、障
害
者
巡
回
相
談
、障

害
者
雇
用
の
促
進
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
、

以
上
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
行
う
。

前
川
議
員　
障
害
者
の
声
を
反
映
し
て
家
庭

訪
問
、障
害
者
雇
用
に
取
り
組
む
考
え
は
。

酒
井
部
長　

障
害
者
団
体
等
の
意
見
を
聞

き
、推
進
状
況
の
評
価
等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

推
進
を
し
て
い
く
。

岩
永
議
員　
基
盤
整
備
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、本
事
業
完
成
後
８
年
が
経
過
す
れ
ば
農

家
個
人
の
意
思
に
よ
り
自
由
に
転
用
が
可
能

で
あ
り
、個
人
の
財
産
権
を
束
縛
す
る
も
の
で

な
い
。と
こ
ろ
が
農
振
の
除
外
申
請
を
し
て

も
、農
振
法
第
10
条
第
３
項
第
２
項
に
よ
り
、

門
前
払
い
で
あ
り
市
長
は
地
域
農
家
の
実
情

を
十
分
認
識
さ
れ
、農
振
法
の
除
外
を
お
願

い
す
る
。

奥
村
市
長　

市
役
所
周
辺
の
除
外
に
は
具
体

的
な
計
画
と
法
律
に
基
づ
く
要
件
を
満
た
し

て
い
る
事
が
必
要
で
現
在
見
直
し
事
業
に
お
い

て
具
体
的
な
計
画
と
要
望
が
上
げ
ら
れ
て
い
る

地
域
で
は
、そ
れ
を
踏
ま
え
た
市
の
計
画
案
に

つい
て
、県
と
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　
私
達
も
除
外
は

さ
せ
な
い
ん
だ
と
、そ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
で
は
な

い
。地
域
の
活
性
化
と
い
う
の
は
、非
常
に
重
要

な
問
題
で
あ
り
、地
域
が
そ
う
いっ
た
盛
り
上

が
り
と
い
う
事
が
あ
れ
ば
、少
し
無
理
な
こ
と

で
も
地
域
全
体
の
こ
と
を
考
え
、お
願
い
し
た
い

と
思
って
い
る
。

岩
永
議
員　

豪
雨
の
際
の
配
慮
か
ら
、排
水

性
の
高
い
採
土
を
入
れ
替
え
て
、グ
ラ
ウ
ン
ド

の
利
用
度
は
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
周
辺
の
住
民
の
方
々
か
ら
、苦
情
が
寄

せ
ら
れ
、粉
塵
が
飛
散
し
、洗
濯
物
の
干
し
場

も
な
く
窓
も
開
け
ら
れ
ず
、ま
た
農
村
広
場
に

つ
い
て
は
、急
病
人
が
出
た
際
に
は
、ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
発
着
地
と
し
て
利
用
さ
れ
、そ
の
時

の
粉
塵
た
る
や
、想
像
を
絶
す
る
も
の
と
聞
い

て
お
り
、地
域
住
民
の
意
見
と
し
て
は
、芝
を

は
る
か
、散
水
施
設
を
設
置
す
る
の
か
。

塩
田
教
育
長　
地
域
住
民
か
ら
対
策
が
不
十

分
だ
と
の
意
見
が
あ
る
の
で
、植
樹
の
追
加
、グ

ラ
ウ
ン
ド
の
表
層
安
定
剤
の
散
布
を
行
う
対
策

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

菅
市
民
生
活
部
長　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
風
圧
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
砂
が
舞
い
上
が
っ
て
、乾
燥
時
に

は
特
に
ひ
ど
い
と
い
う
事
で
、地
域
住
民
の
方
々

に
御
迷
惑
を
か
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
、離
発

着
所
を
他
の
場
所
に
移
す
し
か
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

市
道
吾
妻
馬
場
火
泥
線
の
改
良
に
つい
て
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障
害
者
福
祉
の
推
進
は

雲
仙
市
役
所
周
辺
の
農
振
地
域

の
除
外
は

農
村
広
場
及
び
鶴
田
小
学
校
の

校
庭
の
粉
塵
は

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
は まえかわ　　　 　おさむ　　

愛野町　

前川　　治議員

いわなが　　 もとかず　　
吾妻町　

岩永　基和議員



奥村市政のここが聞きたい
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おだ　　　　こうめい　　
国見町　

小田　孝明議員

もとむら　　やすかず　　
小浜町　

元村　康一議員

今
後
の
財
政
運
営
は

自
治
会
活
動
活
性
化

　
　
　
　
　
　
交
付
金
制
度
は

元
村
議
員　
平
成
27
年
度
で
合
併
特
例
債
や

過
疎
債
の
活
用
期
限
が
終
り
、28
年
度
以
降
32

年
度
ま
で
は
地
方
交
付
税
が
徐
々
に
削
減
さ

れ
、33
年
度
か
ら
は一本
算
定
と
な
り
、本
来
の

普
通
交
付
税
の
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
以

降
は
大
変
厳
し
い
財
政
運
営
と
な
っ
て
く
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
、市
民
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
極
端
に
低
下
し
な
い
よ
う
な
配

慮
が
、最
も
重
要
な
こ
と
と
な
る
。今
後
の
財

政
運
営
と
予
算
編
成
の
方
針
を
伺
う
。

奥
村
市
長　
28
年
度
以
降
の
５
年
間
で
は
、急

速
に
収
入
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、市
民

サ
ー
ビ
ス
は
短
期
間
に
著
し
く
低
下
す
る
可
能

性
と
恐
れ
が
あ
る
。こ
の
た
め
、次
期
財
政
計

画
で
は
、可
能
な
限
り
緩
や
か
な
予
算
規
模
の

縮
減
に
努
め
る
こ
と
と
し
、33
年
度
以
降
も
段

階
的
に
落
と
し
て
い
こ
う
と
す
る
調
整
を
行
っ

て
い
る
。た
だ
し
、33
年
度
あ
た
り
か
ら
は
、歳

入
不
足
が
見
込
ま
れ
、収
入
不
足
を
基
金
の
繰

り
入
れ
等
に
よ
り
補
う
必
要
が
あ
る
。今
後
も

継
続
的
に
基
金
積
立
を
行
う
と
と
も
に
、繰
上

償
還
に
よ
る
地
方
債
残
高
を
抑
制
し
、将
来
の

負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
き
た
い
。

元
村
議
員　

自
治
会
活
動
を
維
持
し
て
い
く

に
は
、経
費
が
必
要
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
は
納

税
奨
励
金
２
％
が
あ
っ
て
、重
要
な
財
政
援
助

と
な
っ
て
い
た
が
、今
年
度
で
廃
止
と
な
り
、

24
年
度
か
ら
は
、こ
れ
に
か
わ
る
制
度
と
い
う

こ
と
で
、主
旨
は
、安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、自

治
会
活
動
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
活
動
に
対

し
、交
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。問
題
は
、

３
年
間
の
経
過
期
間
終
了
後
の
、27
年
度
か

ら
、実
績
報
告
と
精
算
の
時
に
残
金
が
あ
れ

ば
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。人
口
割
や
世
帯
割
に
つ
い
て
は
、返

還
が
な
い
よ
う
に
し
、安
定
し
た
自
治
会
運

営
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

菅
市
民
生
活
部
長　
初
め
て
の
制
度
で
あ
り
、

３
年
間
の
経
過
期
間
の
中
で
、自
治
会
等
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、諸
問
題
に
つ
い
て

は
、27
年
度
に
向
け
て
解
決
を
図
って
い
き
た

い
。

農
援
隊
の

　
　
　
利
用
料
金
は

国
民
宿
舎「
望
洋
荘
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
売
却
は

雲
仙
牛
ブ
ラ
ン
ド
を

　
　
　
　
　
　
　
全
国
へ

共
同
浴
場「
浜
の
湯
」は

　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
へ

小
田
議
員　
平
成
24
年
度
農
家
の
農
援
隊
利

用
料
金
は
。利
用
料
金
に
差
が
あ
る
の
か
。

酒
井
農
林
水
産
商
工
部
長　

県・市・Ｊ
Ａ
と

利
用
農
家
の
負
担
で
事
業
実
施
予
定
で
あ
る
。

利
用
料
金
は
５
２
０
０
円
の
予
定
で
あ
る
。生

産
物
の
農
協
へ
出
荷
の
有
無
で
若
干
利
用
料
金

に
差
が
で
る
よ
う
だ
。

小
田
議
員　
10
月
に
第
10
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
が
開
催
さ
れ
る
が
雲
仙
牛
の
ブ
ラ
ン

ド
を
全
国
へ
拡
げ
る
機
会
で
あ
る
対
策
は
。酒

酒
井
部
長　
ま
ず
優
良
保
留
牛
事
業
や
家
畜

導
入
事
業
で
優
秀
な
繁
殖
雌
牛
の
導
入
を
推

進
し
て
い
る
。そ
し
て
市
内
の
優
良
子
牛
を
市

内
で
肥
育
し
、地
域
一
貫
体
制
を
確
立
す
る
た

め
和
牛
生
産
活
性
化
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
市
内
の
ホ
テ
ル
、旅
館
で
雲
仙
牛
の
料
理

を
提
供
し
、Ｐ
Ｒ
を
図
る
催
し
も
行
っ
て
い
る
。

全
国
共
進
会
の
県
代
表
牛
選
考
会
に
は
地
域

和
牛
改
良
協
議
会
が
中
心
に
農
家
の
指
導
を

行
って
お
り
、市
も
支
援
し
て
い
る
。

小
田
議
員　
１
万
２
千
人
の
宿
泊
を
目
標
に

平
成
20
年
度
１
億
円
で
大
幅
な
施
設
改
修
工

事
を
行
っ
た
。し
か
し
本
年
度
見
込
み
は
７
５

０
０
人
で
あ
る
。１
万
８
千
人
台
を
最
高
に
減

少
続
き
で
あ
る
。

　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
民
営
化
の
答
申

も
あ
る
。今
な
ら
ば
ま
だ
民
営
化
や
売
却
も

可
能
で
あ
り
、第
２
の
雲
仙
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に

な
る
前
に
部
長
、市
長
の
大
英
断
を
。

中
山
観
光
物
産
ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
長　

平
成
24
年
度
よ
り
民
間
移
譲
な
ど
、あ
ら
ゆ
る

方
式
を
視
野
に
見
直
し
を
開
始
す
る
。

小
田
議
員　

市
内
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
運

営
さ
れ
て
い
る
共
同
浴
場
が
雲
仙
地
区
に
は

３
ヶ
所
、小
浜
地
区
に
は
１
ヶ
所
が
あ
る
。市

行
政
改
革
推
進
委
員
会
や
市
行
政
改
革
大
綱

に
も
民
営
化
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。税
負

担
の
公
平
性
か
ら
も
早
急
に
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
る
運
営
等
に
移
行
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

る
。

菅
市
民
生
活
部
長
　
平
成
24
年
度
に一定
の
方

向
を
出
す
よ
う
に
努
め
た
い
。
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議会活性化特別委員会研修報告
　本特別委員会の最初の主要調査事項である「議員定数について」と「選挙費用の公費負担」につい
て、先進地である糸島・下関両市議会を調査地に選び、行政調査を行った。
　選挙費用の公費負担については、両市とも公職選挙法に則り公営による種類に若干の違いはある
ものの、法律の枠内で選挙公営制度が採用されていた。両市とも平成の大合併で新しく市制施行がさ
れているが、旧市時代に制定されていた条例を踏襲しており、旧町の住民の方々にもあまり問題は無
く受け入れられていた。本市においても今後の委員会において、選挙公営制度の導入に向け協議を続
けなければならない。
　議員定数については、両市とも合併に伴う定数削減の社会風潮の中で、市民感情を配慮した定数
削減が実施されていた。定数削減については、両市とも議会改革特別委員会で短期集中型の審議で
結論を出していた。削減についての明確な根拠は無く、概ね法定上限の１割程度を目処に削減がさ
れていた。
　今後は、県内各市の状況や類似先進自治体の行政調査を踏まえ、６月の中間報告、９月を目処に
協議を進めていきたい。
　なお、その他で政務調査費について尋ねたが、両市とも温度差はあるものの、申し合わせ等により
運用されており、本市においても申し合わせ事項の見直しが必要であると感じた。

※調査項目
１、選挙費の公費負担について
　①選挙公営制度について
　②今後の課題について
２、議員定数について
　①議員定数削減の経緯
　②議員定数に関する特別委員会の概要
　③議員定数削減の根拠について
　④住民の意見集約について
　⑤今後の課題について
３、その他
　①政務調査費等

　　　　　　　　　　　　　　■議会用語解説■
○議案の修正（修正案）
　市長または議員若しくは委員会が提出した議案（以下「原案という」）の内容を削除、減額、追加など

により変更することをいう。議案の修正は、原案と独立して行われるものではなく、原案に付随して行わ

れるものである。

○付帯決議
　議会または委員会における審議の対象である事件の議決に当たって、その事件について付随的に

付けられる意見または要望の決議のこと。可否だけでは議会としての意見が十分に表明し尽くせない

場合があり、当該議案等を議決するに当たり、併せて付帯決議を議決して、事実上議会の意思を表明し

ておく取り扱いがなされている。

糸島市議会での研修
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	議会だより12P
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